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【公報種別】実用新案法第１４条の２の規定による訂正明細書等の掲載
【部門区分】第２部門第６区分
【発行日】平成20年12月18日(2008.12.18)

【登録番号】実用新案登録第3114093号(U3114093)
【訂正の登録日】平成20年10月21日(2008.10.21)
【登録公報発行日】平成17年9月29日(2005.9.29)
【出願番号】実願2005-4846(U2005-4846)
【国際特許分類】
   Ｂ６５Ｄ  25/20     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ   8/06     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  25/34     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６５Ｄ  25/20    　　　Ｑ
   Ｂ６５Ｄ   8/06    　　　Ａ
   Ｂ６５Ｄ  25/34    　　　Ｚ

【訂正書】
【提出日】平成20年10月16日(2008.10.16)
【訂正の目的】実用新案登録請求の範囲の減縮及び明りょうでない記載の釈明
【訂正の内容】
【考案の詳細な説明】
【考案の名称】合成樹脂製二重容器
【技術分野】
【０００１】
本考案は、射出成形によって成形された内側容器の周囲に射出成形よりなる透明又は半透
明の外側容器を融合一体化してなる合成樹脂製の二重容器を提供するものに関する。
【背景技術】
【０００２】
従来より化粧料等を収納する容器は、その美観を良好とするために該容器に様々な着色や
模様を施している。その手段としては、容器そのものを着色したり、容器の表面に紙片や
金属箔片或いは着色塗料の付着等により着色層や装飾層を形成したりしている。また、そ
れらの面上にコート層を形成し、それらの着色層や装飾層につやを出したり、劣化や欠落
することを防止している。
【０００３】
また、容器を透明或いは半透明とし、該容器の内側に着色層や装飾層を設けているものも
ある。
【０００４】
更に、特開２００１－２８７２６０号公報のように、透明或いは半透明の外容器の内側表
面に装飾手段を施した薄肉層の内容器を設けた二重容器も存在する。
【０００５】
また、特開平７－１２５０００号公報のように、容器を二重とし、内容器と外容器の色を
別々とし、該外容器側から内容器の色が可視できるようにしたものも存在する。
【特許文献１】特開２００１－２８７２６０号公報
【特許文献２】特開平７－１２５０００号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
上記容器の表面或いはその内側に着色層を設けたものは、たとえ容器に艶消し加飾等を施
しても該着色層が平面的なため立体感に乏しいものであった。
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【０００７】
また、容器を二重とし、外側容器を透明或いは半透明として内側容器に施された着色層を
外側から可視することにより立体感を生じさせているものは、外側容器が単に厚いコーテ
ィング層を形成しているように可視され、着色層における色の濃淡を厚さ方向で表現でき
るものではなかった。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
本考案は、上記欠点を解決したもので、内側容器と外側容器との境界領域に内側容器に着
色した色の濃淡層を厚さ方向に形成することにより同一色による奥行の生じる着色層を表
現することを可能としたものである。
【０００９】
具体的構成として、射出成形によって着色成形された内側容器を外側容器を成形する金型
とし、該内側容器の外表面に射出成形により透明又は半透明の外側容器を成形し、該内・
外側容器の材料を同一樹脂とすることにより一体化し、且つその境界領域における容器の
厚さ方向において内側に着色した色の着色状態が内側容器側から外側容器側へかけて薄く
なる濃淡層を形成してなる合成樹脂製二重容器を特徴とする。
【００１０】
また、内側容器の外表面側と外側容器の内側とが融合一体化してなる合成樹脂製二重容器
を特徴とする。
【００１１】
更に、内側容器は、蓋との嵌着部を有し、該蓋との嵌着部を除いた外側面及び外底面を外
側容器で囲繞一体化してなる合成樹脂製二重容器を特徴とする。
【００１２】
また、内側容器及び外側容器を各々１ｍｍ～５ｍｍの厚さとした合成樹脂製二重容器を特
徴とする。
【００１３】
更に、外側容器の外表面を鏡面加工による光沢層としてなる合成樹脂製二重容器を特徴と
する。
【考案の効果】
【００１４】
本考案は、着色された内側容器の外側に融合状態で透明又は半透明の外側容器を融合一体
化して二重容器を成形しているので、内側及び外側容器の各々に別々の色層を形成した二
重容器とは異なり、二重容器の境界領域に内側容器に着色した濃淡層を形成することがで
き、立体感のある奥行の生じる着色層を容器の厚さとなる内側に形成することが可能とな
った。
【００１５】
また、内側容器と外側容器とが融合一体化されるので、その境界が不明となり、二重成形
された成形物であることを判別することができず、その境界に空気層が生じることもなく
、且つ内側及び外側容器が分離することのおそれがない二重容器が可能となった。
【００１６】
更に、内側及び外側容器の容器厚を厚くすることにより、重量感を出し、且つ、内側の着
色層から外側に向かってその色の薄くなった色層及び透明又は半透明の層へと変化する奥
行の深い色層を有する容器を提供することが可能となった。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１７】
以下、本考案の合成樹脂製二重容器を図面に沿って説明する。
【実施例１】
【００１８】
図１は、本考案の合成樹脂製二重容器の蓋を除いた状態の正面図、図２は同平面図及び図
３は同底面図である。
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合成樹脂製二重容器１は、化粧料等を収納する容器で、図４の断面図に示すように、内側
容器２に融合状態で外側容器３を一体化して成るものである。
【００１９】
内側容器２は、底部４と側壁部５とよりなる上方が開放した筒状或いは様々な形状をした
容器で、その上端部には蓋（不図示）を嵌合するための螺合嵌着等の嵌着部６を構成して
いる。
【００２０】
該内側容器２には、上記嵌着部６の下端部から側壁部５及び底部４へ渡って外側容器３を
融合一体化している。
図５に示すように、該外側容器３の上端部は、内側容器２の蓋を取着するために薄く形成
した嵌着部６のための凹部７の下端基部へ巻き込み係止するようにして内側へ折り曲げた
折曲部８を形成して一体化している。
【００２１】
また、外側容器３は、内側容器２の側壁部５及び周縁部を外方へ突出形成して厚くした膨
出部９を有する底部４の凹凸に沿うようにして融合一体化されている。上記内側容器２と
外側容器３とは融合した状態で一体的に形成されている。
【００２２】
また、上記内側容器２は、既存の着色材料を使用して合成樹脂の射出成形によって成形さ
れる。該射出成形によって金型から取り出された該内側容器２は、外側容器３を射出成形
する金型として装着され、該外側容器３の内側を形成する金型の役割を成す。
【００２３】
上記射出成形機に装填された内側容器２の表面と他の金型との間に合成樹脂を充填し、外
側容器３を成形する。上記外側容器３の合成樹脂材料は、該内側容器２の材料と同一であ
り、且つ透明或いは半透明とする。
【００２４】
上記射出成形により内側容器２を成形した樹脂と外側容器３を成形した樹脂とはその外表
面及び内表面において射出成形時における熱により互いに溶け合い、双方が混合して融合
状態となる。
【００２５】
上記合成樹脂の二重容器の製造により内側容器２の着色部分が透明又は半透明の外側容器
３側へ入り込み、図６に示すように、内側容器の外方側の境界領域において内側容器側か
ら外側容器側へかけて着色状態が薄くなる濃淡層が生じることになる。
【００２６】
また、内側容器２と外側容器３とが融合状態で一体化されるので、外観からでは当該二重
容器が内側及び外側の容器よりなる二重容器で成形されたものであることは判別すること
はできない状態となる。
【００２７】
更に、内側容器２及び外側容器３の容器厚を１ｍｍ～５ｍｍとすることにより重量感を出
すことができ、質感も得られる容器を提供することが可能となった。
【００２８】
また、外側容器３の表面を鏡面加工とすることにより、光沢を生じさせ、更に、例えば転
写、ホットスタンプ、シルク印刷、ＵＶ印刷及びシール等による二次的加飾を容易に行な
うことを可能としている。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本考案の合成樹脂製二重容器の正面図。
【図２】本考案の合成樹脂製二重容器の平面図。
【図３】本考案の合成樹脂製二重容器の底面図。
【図４】本考案の合成樹脂製二重容器の断面図。
【図５】本考案の合成樹脂製二重容器の一部拡大断面図。
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【図６】本考案の合成樹脂製二重容器の一部拡大断面図。
【符号の説明】
【００３０】
１　　　合成樹脂製二重容器
２　　　内側容器
３　　　外側容器
４　　　底部
５　　　側壁部
６　　　嵌着部
７　　　凹部
８　　　折曲部
９　　　膨出部
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
射出成形によって着色成形された内側容器を外側容器を成形する金型とし、該内側容器の
外表面に射出成形により透明又は半透明の外側容器を成形し、該内・外側容器の材料を同
一樹脂とすることにより一体化し、且つその境界領域における容器の厚さ方向において内
側に着色した色の着色状態が内側容器側から外側容器側へかけて薄くなる濃淡層を形成し
てなることを特徴とする合成樹脂製二重容器。
【請求項２】
内側容器の外表面側と外側容器の内側とが融合一体化してなることを特徴とする請求項１
に記載の合成樹脂製二重容器。
【請求項３】
内側容器は、蓋との嵌着部を有し、該蓋との嵌着部を除いた外側面及び外底面を外側容器
で囲繞一体化してなることを特徴とする請求項１又は２に記載の合成樹脂製二重容器。
【請求項４】
内側容器及び外側容器を各々１ｍｍ～５ｍｍの厚さとしたことを特徴とする請求項１ない
し３のいずれかに記載の合成樹脂製二重容器。
【請求項５】
外側容器の外表面を鏡面加工による光沢層としてなることを特徴とする請求項１ないし４
のいずれかに記載の合成樹脂製二重容器。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】
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